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□
障
害
者
の
日
記
念
事
業
「
第
36
回

ふ
れ
あ
い
の
日
」
ポ
ス
タ
ー

g
テ
ー
マ
「
こ
こ
ろ
豊
か
な
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り―
あ
さ
が
き
た
！　

あ

ふ
れ
る
ス
マ
イ
ル　

幸
福
を―

」。Ｂ

３
画
用
紙
を
縦
に
使
用
。
色
づ
け
は

色
鉛
筆
以
外
、
表
現
方
法
は
自
由
。

作
品
中
に
文
字
を
入
れ
な
い
こ
と　

f
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方　

e
１
月
２９
日
㈮
ま
で
に
作
品
の
裏
に

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
年

齢
・
所
属
団
体
ま
た
は
学
校
名
と
学

年
を
記
入
し
左
記
へ
（
郵
送
可
）。応

募
作
品
は
当
日
会
場
に
展
示
し
、
入

選
作
品
は
式
典
で
表
彰
し
ま
す　

b

子
育
て
支
援
課
（
第
二
庁
舎
２
階
）

☎
９
６
３
＝
９
１
７
２
、
D
９
６
３

＝
３
９
８
７

□
第
26
期
青
少
年
相
談
員

g
埼
玉
県
知
事
の
委
嘱
を
受
け
、
地

域
の
お
兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん
と
し

て
、
子
ど
も
達
の
健
や
か
な
成
長
を

助
け
る
た
め
に
活
動
す
る
青
年
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア　

f
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
で
平
成
２８
年
４
月
１
日
現
在
、

１８
歳
〜
３６
歳
の
方
。
任
期
は
３０
年
３

月
３１
日
ま
で　

e
１
月
２９
日
㈮
ま
で

に
電
話
で
左
記
へ
（
面
談
あ
り
）。

締
切
後
も
随
時
受
付　

b
青
少
年
課

☎
９
６
３
＝
９
３
０
８

□
介
護
保
険
住
宅
改
修
研
修
会

　
お
よ
び
受
領
委
任
払
い
説
明
会

a
２
月
１６
日
㈫
、
午
後
１
時
３０
分
〜

４
時
３０
分　

d
中
央
市
民
会
館
４
階

第
１３
〜
１５
会
議
室　

g
テ
ー
マ
は

「
住
宅
改
修
の
基
礎
知
識
〜
ト
イ
レ

の
改
修
を
中
心
に
」。講
師
は
埼
玉
県

立
大
学
作
業
療
法
学
科
准
教
授
の
臼

倉
京
子
さ
ん　

f
介
護
保
険
住
宅
改

修
受
領
委
任
払
い
登
録
を
希
望
す
る

住
宅
施
工
業
者
、
居
宅
介
護
支
援
事

業
者
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

h
無
料　

e
１
月
２９
日
㈮
ま
で
に
左

記
へ　

b
介
護
保
険
課
☎
９
６
３
＝

９
１
６
９

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
に
関

す
る
苦
情
を
公
平
・
中
立
な
立
場

で
処
理
す
る
苦
情
処
理
委
員
（
弁

護
士
・
大
学
講
師
）
を
置
い
て
い

ま
す
。

　

申
し
出
を
受
け
た
苦
情
処
理
委

員
は
、
内
容
に
つ
い
て
調
査
を
行

っ
た
結
果
、
必
要
が
あ
る
と
認
め

た
場
合
は
関
係
者

に
助
言
・
勧
告
・

是
正
の
要
望
等
を

行
い
ま
す
（
申
出

人
の
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
は
守
ら
れ
ま

す
）
。

　

苦
情
の
申
し
出

は
、
郵
送
の
ほ
か

電
子
申
請
や
窓
口

で
口
頭
申
請
も
可

能
で
す
。
詳
し
く

は
人
権
・
男
女
共

同
参
画
推
進
課
へ
。

〈
相
談
事
例
〉　

高
齢
者
や
女
性
に

と
っ
て
、
古
く
な
っ
た
物
干
し
ざ
お

や
物
干
し
台
の
交
換
は
簡
単
で
は
な

く
、
自
宅
前
で
販
売
し
て
く
れ
る
移

動
販
売
は
便
利
な
存
在
で
す
。
一
方

で
、
消
費
者
に
安
い
価
格
で
呼
び
か

け
な
が
ら
高
額
な
代
金
を
請
求
し
た

り
、
消
費
者
を
怖
が
ら
せ
て
支
払
わ

ざ
る
を
得
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
の

ト
ラ
ブ
ル
も
見
ら
れ
ま
す
。

〈
ア
ド
バ
イ
ス
〉

①
声
を
か
け
る
場
合
は
車
体
に
業
者

名
が
書
か
れ
て
い
る
か
慎
重
に
確
か

め
ま
し
ょ
う
。

②
購
入
す
る
前
に
品
物
、
長
さ
や
本

数
、
価
格
を
は
っ
き
り
確
認
し
、
納

得
で
き
な
い
場
合
は
お
金
を
支
払
わ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
連
絡
先
を
書
い
た
領
収
書
等
を
受

け
取
り
、
車
の
ナ
ン
バ
ー
も
控
え
ま

し
ょ
う
。

④
断
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
は
、
周

囲
の
人
や
１
１
０
番
に
電
話
す
る
な

ど
、
助
け
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

⑤
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

・
臨
時
福
祉
給
付
金

・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　

臨
時
福
祉
給
付
金
お
よ
び
子
育
て

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
対
象
と
思

わ
れ
る
方
に
は
、
申
請
書
を
お
送
り

し
て
い
ま
す
。
申
請
が
お
済
み
で
な

い
方
は
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
受
付
期
限
ま
で
に
申
請
さ
れ

な
か
っ
た
場
合
は
、
給
付
金
を
受
け

取
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
申
請
書
を
な

く
さ
れ
た
方
、
対
象
と
な
る
と
思
わ

れ
る
方
で
申
請
書
が
届
い
て
い
な
い

方
は
左
記
ま
で
至
急
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

b
福
祉
・
子
育
て
臨
時
給
付
金
室

（
本
庁
舎
１
階
）
☎
９
６
３
＝
９
１

９
４

　１２月１６日、埼玉県知事公館で開催された「元気
な商店街応援事業」表彰式で、越谷駅東口周辺の３
商店会（越谷市本町商店会・越谷新町商店会・越
谷中央商店会）の地域活性化の取り組みが表彰さ
れました。
　３商店会では、中心市街地活性化を目的とし、
まるななマーケットや宿場まつり、雛めぐり・甲
冑めぐり、街バルイベントなどのイベントを開催
し、越谷駅周辺のにぎわい創出等に寄与したこと
が評価されました。
　表彰式には、商店会の代表者や越谷市商工会が
出席し、埼玉県知事から表彰状が授与されました。

　平成２７年中の市内の交通死亡事故件数が１０件（死者数１０人、１２月２０日現在）と交通死
亡事故が多発しています。特に、１０月以降、全体の半数以上の６件の交通死亡事故が発生
し、大変憂慮すべき状況となっています。死亡事故の発生状況を見ると１０件のうち４件が国
道などの幹線道路を横断する際の事故となっています。
　車を運転する際は、スピードを控えめにし、交通ルールや
マナーを守りましょう。また、夕暮れ時は、早めにライトを
点灯し、交通安全に努めましょう。
　歩行者の皆さんは、道路を横断するとき、横断歩道や信号
機のある交差点を利用し、夜間の外出は、反射材を着用する
など、車などから目立つようにしましょう。

B人権・男女共同参画推進課☎９６３－９１１３B市役所産業支援課☎９６７－４６８０、越谷市商工会☎９６６－６１１１

B越谷警察署☎９６４－０１１０、市役所くらし安心課☎９６３－９１８５

地域活性化の取り組みで
市内の商店会が表彰されました
地域活性化の取り組みで

市内の商店会が表彰されました

交通死亡事故が
多発 交通ルールを守ろう!!交通ルールを守ろう!!

男
女
共
同
参
画

苦
情
処
理
委
員
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

募
集

困
っ
た
こ
と
や
不
安
が
あ
れ
ば

早
め
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎
９
６
５
＝
８
８
８
６
へ

高
額
な
物
干
し
ざ
お
、

移
動
販
売
で
の
購
入
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

申
請
受
付
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す

１
月
29
日
㈮（
消
印
有
効
）

市民・事業者

苦情の
申し出

男女共同参画苦情処理委員
（調査・検討）

男女共同参画の
推進に関する市
の施策について

男女共同参画の
推進を妨げると
認められる事案
について　　

勧告等 要望等

市の機関 関係者
▲宿場まつり ▲雛めぐり

▲左から越谷中央商店会会長の小暮進勇さん、
上田清司埼玉県知事、越谷新町商店会の井橋潤
さん


